
Z…/（
第BO号

よ
HP:https://webc.sjc.ne.jp/y-enzan/index E-mail :y-enzan@sjc.ne.jp

新年あけましておめでとうございます
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▲ぎんなん選別作業（勝沼町山）

▲アパート清掃作業（山梨市中村）

▲醸造用ぶどう収穫作業（勝沼町小佐手）
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
明
る
く

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、
関
係
の
皆
様

方
の
多
大
な
る
ご
尽
力
、
ご
努
力
の
も
と
、
多
く

の
会
員
の
皆
様
が
ご
活
躍
さ
れ
、
高
齢
者
福
祉
の

増
進
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
な
役
割
を
果

た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
地
域
の
労
働
力
が
急
速
に
減
少
し
て
い
る
中

に
あ
っ
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
担
う
役

割
は
益
々
重
要
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
に
お
き
ま
し
て
も
、
高
年
齢
者
の
皆
様
の
力
が

欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
地
域

の
発
展
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
の
知

識
や
技
能
、
そ
し
て
経
験
は
、
地
域
を
支
え
豊
か

に
す
る
、
か
け
が
え
の
な
い
「
ま
ち
の
力
」
で
あ
り
、

新
年
の
ず
し

あ
､,、

野
、
潮

公
益
社
団
法
人

東
山
梨
地
区
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

そ
の
役
割
は
、
今
後
、
一
層
高
ま
っ
て
い
く
も
の

と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
取
組
を
積
極
的
に
実
施
さ
れ
、
地
域
社
会

の
様
々
な
職
種
に
お
い
て
、
お
力
添
え
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

構
成
市
（
甲
州
市
・
山
梨
市
）
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民
一
人
ひ

と
り
の
多
彩
な
知
恵
や
力
が
発
揮
さ
れ
、
活
躍
で

き
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め
、
活
力
あ
る
地
域
の

推
進
役
を
担
う
高
年
齢
者
の
活
動
と
活
躍
の
場
の

創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
推
進
役
と
し
て
、
地
域
を
支
え
地
域
づ

く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
生
涯
現
役
で

活
躍
さ
れ
、
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
ま
す
よ
う
皆

様
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の
発
展
と
、
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事
長
鈴
木
幹
夫

鱗赫寧 輔輩畷 謙輔
本年もよろしくお願いいたします

事
務
局
長
兼

塩
山
事
務
所
長

山
梨
事
務
所
長

主
査

副
主
査

副
主
査

主
事

開
拓
推
進
員

開
拓
推
進
員

理
事
長
（
甲
州
市
長
）
鈴
木
幹
夫

副
理
事
長
（
山
梨
市
長
）
高
木
晴
雄

常
務
理
事
（
甲
州
市
）
曽
根
浩

理
事
（
甲
州
市
）
小
澤
邦
次

理
事
（
甲
州
市
）
沼
田
陽
一

理
事
（
甲
州
市
）
桐
原
や
よ
ひ

理
事
（
甲
州
市
）
長
田
武

理
事
（
甲
州
市
）
芦
澤
太
美
男

理
事
（
山
梨
市
）
川
口
仁

理
事
（
山
梨
市
）
高
保
博
仁

理
事
（
山
梨
市
）
北
直
行

理
事
（
山
梨
市
）
奥
山
秀
子

理
事
（
山
梨
市
）
坂
本
耕
造

理
事
（
甲
州
市
）
志
村
裕
喜

理
事
（
山
梨
市
）
大
沢
和
洋

監
事
（
甲
州
市
）
山
中
妙
子

監
事
（
山
梨
市
）
川
井
洋
二

丸
山
一
朗

根
津
由
美
子

羽
中
田
典
子

古
屋
勇
太

山
下
加
津
也

荒
井
す
わ
子

風
間
節
子

曽
根

止
口

、
Ｍ
Ｊ
０
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設
立
三
十
周
年
記
念

表
彰
状
及
び
感
謝
状
を
贈
呈

令
和
三
年
五
月
二
十
八
日
、
萩
原

山
恩
賜
林
記
念
会
館
に
お
い
て
令
和

三
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令

和
二
年
度
収
支
決
算
等
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
席
上
、
設
立
三
十
周

年
記
念
に
際
し
、
理
事
長
と
し
て
セ

ン
タ
ー
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
、
田

邉
篤
前
市
長
、
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
事

業
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
十
九
事
業

所
、
会
員
と
し
て
十
五
年
以
上
セ
ン

タ
ー
の
振
興
に
寄
与
し
業
績
が
顕
著

で
あ
っ
た
三
十
名
の
方
々
に
表
彰
状

並
び
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

表
彰
状
〔
役
員
・
会
員
〕

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
田
邉
篤
・
小
澤
邦
次

・
高
野
安
江
・
藤
原
純
子

・
山
口
律
子
・
辻
實

佐
藤
泰
・
小
川
征
輝

・
奥
山
小
夜
子
・
岡
野
章
一

・
市
村
信
・
園
田
正
子

中
沢
桂
造
・
古
屋
保
男

・
四
條
俊
明
・
日
原
し
ま
子

・
古
川
要
・
小
林
哲
也

・
小
林
加
代
子
・
秋
山
隆

令
和
三
年
度
定
時
総
会
開
催

感
謝
状
〔
事
業
所
］

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

・
㈱
シ
ャ
ト
ー
勝
沼

・
信
玄
食
品
㈱

・
Ｉ
ｌ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
㈱

・
山
梨
北
整
形
外
科

・
㈱
綿
半
Ｊ
マ
ー
ト
万
力
店
ｑ
旧
年
以
上
の
会
員
か

・
飯
島
医
院
ら
、
高
野
安
江
様
（
代
表

・
㈱
く
ら
む
ぼ
ん
ワ
イ
ン

受
領
）

・
慈
雲
寺

㈱
東
京
洗
染
機
械
製
作
所
山
梨
工
場

・
盛
田
甲
州
ワ
イ
ナ
リ
ー
㈱

・
は
や
ぶ
さ
温
泉

・
ハ
ー
ブ
庭
園
旅
日
記

、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
㈱

・
サ
ン
ト
ネ
ー
ジ
ュ
ワ
イ
ン
㈱

・
白
百
合
醸
造
㈱

・
冨
士
食
品
工
業
㈱

・
㈱
ア
ー
ク
メ
デ
ィ
カ
ル

・
㈱
フ
ィ
ッ
ッ

・
日
本
郵
便
株
式
会
社
南
関
東
支
社

、
風
間

・
根
津

・
岡

・
佐
藤

・
宮
本

藤
原

民 光義
造勲勝進子美

、
古
屋
政
江

・
永
田
久
美
子

・
長
田
武

，
堀
内
隆
一

・
岸
謙
吉

卦
正
副
理
事
長
と
の
集
合

ｑ
前
理
事
長
田
邉
篤
様
写
真、 ぐ

セ
ン
タ
ー
事
業
に
貢
献

さ
れ
た
事
業
所
か
ら
、
富

士
食
品
工
業
㈱
社
長
岸

本
清
様
（
代
表
受
領
）

恥’
篭 ▲

ロ

ｑ

詞

園

別

一
ー

8
Z

I 令和2年度事業実續（職種・事業別の内訳） 単位；千円

事業別

一般家庭

600(21.7兎、41，

事業 労働者派遣事業

公共事業
民間事業

公共事業
民間事業

５
４

８
１

９
４

４
０

７
９

20,940
5,496

網戸張替等 公共施設等管理

合計 191 ,835

3令和4年1月1日



｢シルバーの日」奉仕活動実施 RB.10.14

／ ‐、

【全国シルバーの日】

に合わせ第28回目の

会員による奉仕作業

が、管内で一斉に実

施されました。
、 ノ

q三富地区

▲牧丘地区

山梨地区仏

▼甲州地反

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

令和S年度安全委員会開催
令和3年7月16日安全委員会が開催（書面）され、安全に就業ができるよう交通事故
や就業中の事故ゼロを目指して安全対策意識の高揚と啓発に努めています。

～いつまでも働く喜び無事故から～安全就業スローガン（令和2年度～4年度）

みん浴で守ろう妻全10カ条

①作業中は、安全第一を心掛け、慌てない。

②器具類は、使用前に必ず点検すること。

③服装・履物は作業にあった動きやすいものとする。

④作業前は、軽く柔軟体操をし、体をほぐすこと。

⑤加齢による機能低下を認識し、無理はしない。

⑥作業現場は、常に整理整頓を心掛ける。

⑦共同作業は、合図・連絡を正確にする。

⑧帰宅するまでは仕事の内、交通事故に気を付ける。

⑨健康には、常に注意し健康な状態で就業すること。
⑩仕事の前日は、十分睡眠をとるように心掛けること。

℃

安全・適正就業強化月

間の7月7日に、県連合

会と合同の巡回パトロー

ルが実施されました。
(塩山ふれあいの森総合公園）
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（ ）蟄ルバー派遣事業にづい筵

シルバー人材センター事業として、これまでの「請負・委任」による就業に加え、会員の就

業機会の拡大と適正就業の推進を図るため、高齢者の新しい働き方が可能となるシルバー派遣

事業（労働者派遣事業）を行っています。

労働者派遣事業の場合 －、〆

山 梨 県
シルバー人材
センター連合会派遣契約一 労働契約

●

、 －、〆 〆

シルバー人材
セン夕－

（派遣元）I
賃金の支払派遣契約料

事業主

(派遣先）
L

派遣労働会員

(派遣労働者）惨 しI

ノ［ノ ノ

i※労働契約により雇用された派遣労働登録会員はセンターより会社等に派遣され、派遣先の指、I

｜ 揮命令により業務を従事します｡概ね労働日数は､月に十日以内､労働時間は週二十時間以！
｛ 内です。社会保険・雇用保険の適用はありませんが、労働災害保険が適用されます。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

いつきでも元気でいきいき暮らしていくために㈱罰
「介護予防」をIさじめよう！

■■◆｢介護予防」ってなあに？

元気なうちから介護が必要な状態になることを防いだり遅らせる取り組みのことです。

できる限り自立して、その人らしい薑らしができることを目指します。

◆介護が必要になる原因は？

一番多い原因は、認知症です。ついで脳梗塞や脳出血などの脳血管疾患となっています。

また、骨折・転倒や関節疾患なども多くなっています。 （令和元年国民生活基礎調査より）

◆介護予防のポイント
、〆

☆人との交流・社会参加

人とのつながりが希薄になると、興味関心が失われ、食
欲がなくなったり身体機能の低下につながっていきます。社
会とのつながりを失うことは悪循環のはじまりです。
1日1回は外出するよう心がけたり、近所の方とのちょっと

した会話でも気分が明るくなります。直接会えなくても、電
話やメール、手紙などで交流をはかっていきましょう。

《
一

《
、
一
・
）

ロ
グ
■
ｑ
ｌ
ｋ
Ｌ

スズD

●『

壷
・

コ
ー
ヘ

ー
へ
。

－
４
・
寺

戸
，
◆

声
、
尋
。

一
わ
・
し

■
ｰ

rZ
土 4

◆

毎

且 ー

一
ー

一
口

寺

』

、 ノ

､r元
、

☆定

二

、 、〆 〆

期的な受診と治療

高血圧高脂質血症、糖
尿病などの生活習'l實病は、
脳血管疾患につながります。
定期的な受診
と医師の指示

による確実な内
服が重要です。

☆運動

年齢とともに身体機能は
衰えていきます。家事や農
作業体操やウォーキング
など、意識して
体を動かす時間
をつくっていき
ましょう。

☆食事

3食バランスよく食べ体
の調子を整えましょう。ま
た筋肉をつくる肉や魚、卵
などのタンパク質を多く含む

食品は毎

．

食とりま
しょう。 11L 一_ノ

II1州1ij役所介護支援課

足 ノ

5令和4年1月1日



念
い
た
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
に
願
ん
で
よ
か
っ
庭
～

弊
社
は
自
然
豊
か
な
山
梨
市
に
会
社
を
構

え
、
将
来
的
に
資
源
の
枯
渇
が
心
配
さ
れ
る

化
石
燃
料
等
に
代
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

太
陽
光
に
よ
る
発
電
事
業
を
展
開
、
現
在

は
独
自
の
調
光
機
能
を
搭
載
し
た
持
ち
運
び

可
能
な
ポ
ー
タ
ブ
ル
蓄
電
池
の
開
発
・
製
造
・

販
売
を
中
心
と
し
た
防
災
関
連
商
品
を
取
り

扱
う
企
業
で
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様
に
は
令
和
元

年
度
か
ら
人
材
を
依
頼
し
て
お
り
、
現
在
は
、

会
社
敷
地
屋
内
外
の
清
掃
作
業
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

事
務
所
や
接
客
室
・
ト
イ
レ
・
屋
外
周
辺

の
各
所
を
細
目
に
お
掃
除
し
て
頂
い
て
お
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
い
つ
も
掃
除
が
行
き
届
き
、

私
た
ち
は
気
持
ち
良
く
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
方
は
皆
様
大
変
ま
じ
め
で
仕
事
も

丁
寧
で
あ
り
、
と
て
も
満
足
し
て
お
り
ま
す

と
共
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
貴
会
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈

／ 、

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

皆
様
に
感
謝
し
て
」

お
客
様
か
ら
の
お
声

山
梨
市

株
式
会
社
Ｎ
ｅ
Ｏ
Ｎ
様

ミ ノ

甲
州
市
塩
山
笹
本
恭
子
様

「
自
由
な
仕
事
と
や
り
が
い
」

甲
州
市
大
和
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
私
事
で
屋

薪
入
会
員
）
篠
塚
忠
廣
様

敷
の
草
取
り
を
お
願
い
す
る
よ
う
に
な
っ
て

私
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て

唾
岬
墹
が
嘩
抑
城
脚
栖
↑
ブ
腓
に
涯
州
恥
州
燗
密
談
か
軋
塒
城
唾
伽
馴
＃
媚
紛
栖
帳
孵
癖
や

か
つ
た
所
ま
で
丁
寧
に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
、
れ
る
の
で
は
．
．
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

と
て
も
綺
麗
な
庭
に
な
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

六
十
五
歳
で
会
社
を
定
年
退
職
し
て
一
年

草
”
鯛
鱸
鐘
離
鴻
讓
議
蕊
萎
レ
灘
農
家
の
時
間
に
余
裕
が
出

そ
こ
で
、
あ
る
程
度
自
分
の
自
由
な
時
間

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
働
け
る
、
こ
の
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。

ご
高
齢
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
夫
婦
の
会
員

始
め
て
直
ぐ
は
、
や
は
り
先
輩
方
は
草
刈

さ
ん
も
見
え
、
他
の
会
員
の
方
々
と
一
緒
に
仙
伽
ガ
西
で
州
凹
同
澱
瀬
醐
峨
棚
恥
峨
飢
腔

な
っ
て
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
る
姿
に
感
心
た
。
し
か
し
、
そ
の
都
度
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
き
、
機
械
を
貸
し
て
貰
う
な
ど
し
て
三
カ
月

こ
れ
か
ら
は
増
々
高
齢
化
の
時
代
に
な
っ
が
過
ぎ
る
頃
に
は
、
や
っ
と
、
同
じ
く
ら
い

て
い
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
年
齢
差
が
あ
っ
て
の
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

草
刈
り
の
後
、
綺
麗
に
な
っ
た
公
園
を
い

も
お
仲
間
同
志
で
和
気
あ
い
あ
い
と
働
く
と
っ
も
散
歩
し
て
い
る
人
か
ら
、
「
ご
苦
労
様

言
う
事
は
、
と
て
も
大
切
な
気
が
し
ま
し
た
。
で
す
。
あ
り
が
と
う
。
」
な
ど
と
声
を
掛
け

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
は
、
色
々
な
て
頂
き
、
大
変
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

会
社
勤
め
と
違
っ
て
、
気
疲
れ
も
な
く
、

仕
事
が
あ
る
よ
う
な
の
で
人
生
経
験
が
豊
か
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
始
め
て

な
シ
ル
バ
ー
の
方
々
の
手
と
力
が
、
こ
れ
か
良
か
っ
た
で
す
。

ら
も
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
身
体
に
気
を
付
け
な
が
ら
元
気
で
お
仕

事
を
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
今
後
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

出
会
っ
て
思
う
こ
と
」

／－、
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
て
よ
か
っ
庭
～

《
室

言

Eヨ
ー～

紹
介

、 ノ

の
あ
る
班
で

す
。
機
械
除

草
の
会
員
が

不
足
し
て
い

る
の
で
、
多

く
の
人
に

入
っ
て
も
ら

え
た
ら
い
い

と
思
い
ま
す
。

私
は
六
十
歳
で
会
社
を
定
年
退
職
し
、
し

ば
ら
く
し
て
か
ら
平
成
二
十
九
年
一
月
に
妻

と
二
人
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入
会

し
ま
し
た
。
軽
ト
ラ
を
所
有
し
て
い
た
た
め
、

手
取
り
の
除
草
作
業
か
ら
始
め
、
刈
払
機
に

よ
る
除
草
へ
移
行
し
、
市
営
駅
前
駐
車
場
な

ど
で
就
業
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
紹
介
し
て
く

れ
た
会
社
に
再
就
職
す
る
た
め
に
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
一
度
退
会
し
ま
し
た
。
再

就
職
先
は
巡
回
や
調
査
な
ど
の
勤
務
で
、
一

日
中
歩
く
作
業
で
体
力
的
に
き
つ
い
仕
事
で

し
た
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
所
属

し
て
い
た
こ
と
で
社
会
と
つ
な
が
り
、
ま
た
、

規
則
正
し
い
生
活
の
リ
ズ
ム
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
し
た
の
で
、
何
と
か
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

再
就
職
先
の
退
職
を
契
機
に
、
妻
の
登
録

し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
今
年

の
四
月
に
二
年
半
ぶ
り
に
再
入
会
し
ま
し
た
。

妻
と
は
、
違
う
分
野
で
の
就
業
で
す
が
充
実

し
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。
今
は
刈
払
班

に
所
属
し
、
仲
間
の
指
導
を
受
け
て
、
脚
立

や
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
な
ど
の
機
材
を
揃
え
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
と
刈
払
機
の
修
了
証
を
取
得

し
、
植
木
の
剪
定
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

刈
払
班
は
作
業
も
午
前
中
に
限
定
し
、
新
会

員
が
順
番
に
入
っ
て
活
動
し
、
歴
史
と
伝
統

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

再
入
会
し
て
」

山
梨
市松

士
幸
二
様＆

腱蕊
唇

c”1

－
△

I

■
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一

川

柳

L ノ

川

柳

｛
俳
句
｝

劃俳

句

会
員
の
ひ
ろ
ば

迎
春
の
梅
の
香
に
お
う
青
い
空

冬
の
朝
霜
柱
ふ
み
ふ
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

甲
州
市
山
中
妙
子

文
を
書
く
名
前
も
漢
字
も
出
て
来
な
い

ボ
ケ
知
ら
ず
シ
ル
バ
ー
さ
ん
の
お
か
げ
で
す

ド
ラ
イ
ブ
も
楽
し
い
け
れ
ど
道
迷
う

山
梨
市
上
野
千
秋

か
ん
ざ
ら
へ

未
だ
咲
く
よ
未
だ
咲
け
る
ん
だ
寒
復
習

甲
州
市
内
田
朗
子

風
吹
け
ば
匂
い
返
し
く
る
金
木
犀

甲
州
市
ば
あ
ぱ
ち
ゃ
ん

紫
陽
花
の
雨
無
情
の
野
辺
送
り

名
月
を
観
る
父
母
も
元
気
か
な

柿
不
足
椋
鳥
達
も
食
探
し

山
梨
市
上
野
千
秋

ブ
ラ
ウ
ス
に
温
み
ま
だ
あ
る
ア
イ
ロ
ン
の

甲
州
市
ば
あ
ぱ
ち
ゃ
ん

シ
ル
バ
ー
ｌ

文
芸
（
順
不
同
）

｛
短
歌
一

短

歌

道
祖
神
子
ら
の
響
き
や
百
ま
で
と

鳥
居
焼
燃
ゆ
る
灯
と
共
去
り
逝
き
て

甲
州
市
鶴
田
美
智
子

満
面
の
笑
み
お
披
露
目
に
初
節
句

お
ひ
な
飾
り
と
似
た
り
孫
か
な

秋
風
に
ゆ
れ
る
葡
萄
を
眺
む
れ
ば

夕
日
に
映
え
て
艶
や
か
な
る
や

甲
州
市
鶴
田
美
智
子

岩
シ
ャ
ジ
ン
小
花
い
っ
ぱ
い
咲
き
誇
り

こ
お
く

水
や
る
我
に
頭
を
下
げ
て

山
梨
市
志

汗
を
か
き
年
を
と
っ
た
と
友
と
話
す

と
お
と

貴
い
お
金
孫
に
振
り
込
む

山
梨
市
一

コ
ロ
ナ
禍
で
不
要
不
急
と
家
こ
も
り

ア
ル
バ
ム
め
く
り
行
楽
地
い
く

甲
州
市
ア
オ
ち
ゃ
ん麻 風

●●●●● ●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

センターから会員の皆様へお知らせ！
～配分金と消費税負担に伴う適格請求書等保存方式（インボイス制度）～

1 .現在は（令和5年9月30日まで）
･シルバー人材センター（｢センター｣）が会員様にお支払いする配分金には、発注者様から預かった消
費税及び地方消費税（以下「消費税等｣）が含まれています。
この消費税等は、本来、国（税務署）に納めるものですが、年間の課税売上高が1,000万円以下の会

員様は消費税免税事業者となるため納税は免除されています。

2.インボイス制度開始後も（令和5年10月1日から）
･会員様にはこれまでどおり発注者から預かった消費税等を含めて配分金をお支払いする予定です。消
費税免税事業者（会員様）は、引き続きこの消費税等について納税は免除されます。ただし、インボイ
ス制度が始まると、センターは消費税免税事業者（会員様）との取引について、消費税の仕入税額控除
が認められなくなりセンターとしては新たな経費負担（納税額）が発生します。

3.センターでは

･新たな経費負担（納税額）への対応策の一環として、甲州市と山梨市の議会に、 インボイス制度下で
センターの安定的な事業運営が可能となるよう国の関係行政機関へ意見書の提出について請願したとこ
ろ令和3年9月に県下に先駆け採択していただきました｡(詳細はセンターホームページを参照ください｡）
又、全シ協の研修会等で情報収集に努め、インボイス制度に伴う影響を出来る限り最小限に抑える事を
目指していきたいと考えております。センターにとって発注者様と会員様は密接不可分の関係にあり、
何かとご協力をお願いする場合があるかもしれませんが、その際には何卒ご理解のほどお願い申し上げ
ます。今後も理事会、ホームページ等を通じて関係する情報等を提供してまいります。

7令和4年1月1日



読謬獅憧電燈毒継③診鵬総＝ヘ々
詣役に立ちきす。地域で！

お気軽にご才

輔こんな仕事をお受けします

奉
訓蚤

屋内・屋外の清掃／除草（草刈り・草取り）

公園等の清掃／農作業／菫地の除草及び清掃など

1
「

画

、

‐

‐

‐

Ｉ

‐

’

“

三
〆 、

植木の手入れ剪定・消毒作業

襖・障子・網戸の張替え／軽易な大工仕事など
会員数('】月旧現在）

男性会員2フB名

女性会員 1SS名

合 計4BB名公共施設の夜間・休日等の管理／倉庫等の管理

公園・緑地等の管理
_－ノ、

1 <サービス分野〉
会員募集車g
シルバー人材センターでは、健康で

仕事をする意欲のある、概ね60歳以

上の会員を募集しています。

入会希望の方は各事務所で行われる

入会の説明を受けてください。

詳しくは各事務所にお問い合わせく
ださい。

家事全般の手伝い／粗大ごみ運搬

病院付添いなど

1
「
４<事務分野〉

筆耕（宛名書き・賞状・命名書き）

1
、
４<折衝外交分野〉

チラシ等の配布、配達など

(注）高年齢者のため、重労働や高所作業などの
危険な作業は出来ません。

一一一一一ｰ一一一ｰーーーq■■ー一一ﾛ■■■■■■一一一一一一一ー一一‐‐－－－ーーーーq■■ー一一一－

編集後記

I ☆発注者様を初め住民の皆様のひとかた

’ ならぬご愛顧を賜り、第30号の発行を迎
I えることが出来ました。厚く感謝申し上
｜ げます。今年も地域社会のニーズに応え
’ られるよう、精一杯努めてまいりますの
I で、よろしくお願いいたします。

｜ ☆皆様にとりまして、素晴らしい年にな
’ りますように、お祈り申し上げます。

I 編集委員 長田 武 北 直行

吉岡ミサイ 日原しま子
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０
０
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１
１
１
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Ｉ
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１
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
１
１
１
０

お問い合せはこちらまで

公益社団法人

東山梨地区広域シルバー人材センター
塩山事務所冠0553(32)41 10
山梨事務所60553(22)4150

センターだより 8

<技術・技能分野〉


